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脚本・監督 渡 邉 りか子



俳優・渡邉りか子が監督した二つの映画
「すとん』『心玉』

『グラフィティ・グラフィティ！』で主演を務め、『夏、至るころ』ではアシスタントプロデューサーを担当し
た 経 歴 を 持 つ 俳 優 ・ 渡 邊 り か 子 。 初 監 督 作 品 で あ る 「 すと ん 』 は 第 1 9 回 大 阪 ア ジ ア ン 映 画 祭 イ ン デイ ・ フ ォ ー
ラム部門への選出を果たし注目を集める。そんな新鋭の渡邉監督による『すとん』、続く二作目『心玉(こころだ
ま)』の二本立て上映が実現。撮影は『暖昧な楽園』『はこぶね』の寺西涼が担当し、出演者には今作が初主演と
なるモデルとしても活躍中の坂本ちえ、『ほなまた明日』で山田役を好演の松田峻汰らが名を連ねた。俳優であ
る渡邉りか子監督ならではの視点で、俳優(だった人・である人)を主人公に、心に優しく寄り添った二作。

2 0 2 4 年 ’ 4 1 分 ｜ カ ラ ー 1 1 6 2 9

東京で俳優の仕事をしていたさえ(坂本ちえ)は、コロナ禍を経て俳優を
引退する 。 新 た な 礪 填 で 出 会 う 人 た ち 、 両 親 の 老 い 侭 触 れ ら 瞬 閥 、 旧 友
の 支 え 。 人 生 の 途 中 で、 すと ん 、 と 腹 に 落 ち た 讃 間 。 自 分 に し か 穂 こ え

ない音。渡遷りか子が 2 0 代 最後にやり残した 1 つとして映画を擁ること
を決意し、完威した初監督作品。回想シーンでは、コロナ禍で俳優が抱

えて い た 不 安 が 日 購 生 活 の 中 で リ アル に 表 現 さ れて い る 。 『 雄 か の ど ん
な人生の選択も祝権したい」という渡聾睦督の想いが込められた湿身の

一作。

2026年1月30日(金)～2月4日(水）
OttO (大宮駅西口)にて二本立て上映
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心玉（こころだま）＝ 摩 擦によって出来る服の毛玉のように、気持ちの

摩醸によって出来たもの。過去の恋愛をテーマに、俳遷が稽古や準備運

動で行う「シアターゲーム」を用いて、マツダ ( 松 田 峻 汰 ) が 心 玉 を 吐き
出 す ま で を 捉 え た 実 験 的 な 映 画 。 「 シ アタ ー ゲーム 」 は 即 興 的 な ケ ーム
も多く、自身の内面から生まれる曾葉や哲学が垣聞見え、セラピー侭近

い感覚に陥る瞬簡もある。今作でもマツダは自身から湧き出る言葉を紡

ぎながら、思考を巡らせる。目の前に対象 ( 釦 き 手 ) が い る こ と で、両者
は反応し合い、揺らめき続ける。

「俳優」という存在を見る時、役というフィルターを通して
正 面 か ら 見 る こ と が 多 い と 思 い ま す 。 し か し こ の 二 作 品

は 、 俳 優 そ の も の を な な め 後 ろ か ら 見 守 る よ う な 映 画 に な

りました。それはやはり、わたし自身が監督である以前に
俳 優 だ か ら な の だ と 思 い ま 式

一 緒 に 、 な な め 後 ろ か ら 彼 女 ・ 彼 ら の 静 か な 心 の 音 に 耳 を
澄ましてみてください。

監督 渡邊りか子
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憲

体
育
館
。
二
人
の
俳
優
に
よ
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
よ
う
な
「
シ
ア
タ
ー
ゲ

ー
ム
』
。
一
人
の
俳
優
、
マ
ツ
ダ
の
ぼ
つ
ぼ
つ
と
し
た
語
り
に
、
絶
妙

な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
挟
み
込
ま
れ
る
も
う
一
人
の
俳
優
、
ワ
タ
ナ
ベ
の

「
決
め
ら
れ
た
セ
リ
フ
」
。
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
マ
ツ
ダ
の
心
が
導
か

れ
、
「
心
玉
」
が
語
ら
れ
る
。
そ
の
過
程
が
あ
た
た
か
く
も
と
て
も
ス

リ
リ
ン
グ
だ
っ
た
。
無
邪
気
に
二
人
の
子
供
が
遊
ん
で
い
る
よ
う
に
も

見
え
た
が
、
交
わ
し
た
言
葉
か
ら
は
物
語
が
横
溢
し
て
お
り
、
大
人
に

な
る
ま
で
に
積
み
重
ね
て
し
ま
っ
た
『
傷
つ
き
と
傷
つ
け
ら
れ
の
年

輪
」
を
確
か
に
感
じ
さ
せ
る
切
な
さ
に
満
ち
て
い
た
。

金
子
鈴
幸
（
脚
本
家
・
演
出
家
・
俳
優
）
‐芯
至
コ
メ
ン
ト

自
分
が
こ
こ
に
在
る
こ
と
を
確
か
め
る
よ
う
に
、

日
常
に
訪
れ
る
不
協
和
に
飲
み
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
、

映
画
は
確
か
な
鼓
動
の
リ
ズ
ム
を
丁
寧
に
慎
重
に
刻
み
続
け
る
。

愚
直
で
ピ
ュ
ア
で
、
控
え
め
な
切
実
さ
と
素
晴
ら
し
い
映
像
セ
ン
ス

に
、
渡
邉
り
か
子
さ
ん
の
才
能
と
人
生
が
詰
ま
っ
て
い
た
。

人
生
の
あ
る
時
期
を
見
事
に
誠
実
に
爽
や
か
に
、

上
品
な
抑
制
を
も
っ
て
捉
え
た
、
忘
れ
難
い
作
品
。

公
開
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

池
松
壮
亮
（
俳
優
）
‐「
す
と
ん
」
コ
メ
ン
ト
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